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各部のなまえと取付けかた

（別途）

接続部をスリ－ブ等で結線後
自己融着テ－プで処理し
絶縁テ－プでテ－ピングする

接地端子

リード線押え

自己融着テープ
及び絶縁テープ

（別途）
電源線

テ－プ等で
強く巻き付ける

圧着スリーブ等で結線後
テーピングで十分に絶縁処理
したのち線のかみ込み防止
のため、余った線を結線金具に
テープ等で固定してください。
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・端子台金具は折り曲げてありますので,
端子台金具固定ネジをゆるめて
金具を回転させ、端子台金具固定ネジ
をしっかり締め付け固定してください。

セットネジ

座金・バネ座金付六角ボルト 六角ボルト

（別途）（各４ケ）

（２ヵ所）

本体

（別途）

アーム

結線金具

ソケット

ランプ

（別途）

ル－バ

ツマミネジ
（別途）

安定器二次側電線又は電源電線

（別途）

ポ－ル

端子台金具固定ネジ



お客様の施設の安全で便利な保守のために、最後のページの施工記録表の各欄に記入し、
使用されるお客様にお渡しくださるようお願いします。

工事店様へ

１ポール・アームに安定器二次側電線又は電源電線・アース線を通す
・ポール・アームに電源電線又は安定器２次側電線・アース線を通してください。

・電線は 3芯ケーブル（φ 1 . 6  Φ 2 . 0  3 . 5ｍｍ 2以下）をご使用ください。
線に傷をつけないでください。漏電や感電の原因となります。

５口出し線に安定器二次側電線・アース線を結線する
・結線金具固定ネジを緩めて結線金具を本体から引き出し、確実に固定してください。
・接地端子を使用してＤ種（第３種 ）接地工事を行ってください。
接地が不完全な場合、感電の原因となります。
・安定器二次側配電線又は電源電線及びアース線は、ケーブルのシース部をリード線押えでしっか
りと固定してください。
・ケーブルの押え量はケーブル外径の１／４程度としてください。
押え込みすぎると絶縁破壊による感電の原因となります。
不備がありますと落下の原因となります。
・口出線との接続は、スリーブ等により確実に行い、自己融着テープを巻いてから、
絶縁テープを巻いて仕上げ、  十分に絶縁 ・防水処理をしてください。また、線のかみ込み
防止のため、余った線を結線金具にテープ等で  固定してください。

不備がありますと感電の原因となります。

６結線金具を本体に取付ける
・結線金具の結線側が下側に向くようにセットしてください。
・結線金具のダルマ穴に本体のセットネジを通し締め込みます。
不備がありますと落下の原因となります。

８ル－バ－をセットする
・ルーバーを閉めてからツマミネジをしっかりと締め付け固定してください。

不備がありますと落下の原因となります。

警  告

施工は取扱説明書にしたがい確実に行なう。
施工に不備があると落下、感電、発火の原因となります。

３結線金具を本体より取りはずす
・本体についているツマミネジをゆるめてル－バ－を開けます。
・本体のセットネジ（２ヶ所 ）をゆるめ、結線金具を取りはずしてください。

２ ア－ムをポールに取付ける
・アームをポールに差し込み、工具を用い六角ボルト（アーム側に同梱）でしっかり締め付け固定してください。

 （※推奨締付けトルク：３７Ｎ ・ｍ）

不備がありますと落下の原因となります。

７ ランプを取付ける
・必ず適合ランプを使用してください。

４アームに本体を取付ける
・本体をア－ム側のボルト４ヵ所に差し込み、工具を用い座金・バネ座金付六角ボルト（４ヵ所）
 （別途 ）でしっかりと締め付け固定してください。

       注 ）本体が傾いて取付かないように、六角ボルト（別途 ）を平均的に締め付けてください。
         （※推奨締付けトルク：７．６Ｎ ・ｍ）  
       線のかみ込みにご注意ください。漏電や感電の原因となります。

    不備がありますと落下の原因となります。



ＤＳ０８０４－１０１１１４

お問い合わせ先  パナソニックお客様ご相談センター  0 1 2 0-878-365（フリーダイヤル）  0 1 2 0 - 8 7 8 - 2 3 6 （ＦＡＸ）

〒５７１－８６８６  大阪府門真市門真１０４８ライティング機器ビジネスユニット


